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園舎 ・園庭の 改善 を還 して の 保育実践の 変容 （羅 ）
一

研究者と保育者 に よる ア クシ ョ ン リサ
ー

チの試み
一一

○福 田秀子 （山脇学園短期大学）　 無藤隆 （お茶の水女子大学）　 向山陽子 （駒場幼稚園）

亘 は じめに

　 幼児期の心 身発達は子 どもが償れ親 しん だ生活 の

場所 で 行動体験を重ね る こ と に よ り促 される と い う

視点か ら
1＞、福田 ら は K 幼 稚 園 に おけ る 園舎 の 改蕃 と

子 どもの 活動の変化 に つ いて 観察検討した
P）。

’73 年

竣 工 の 園舎は、各 保育室が独立 し閉鎖 的で あ っ た

が、　
’95 年の 園長交 代 に伴 っ て 、子 どもの 自主性 を重ん

じた自由感の ある保育へ と転換され 、 保育方針 に 合 う

園舎 ・園庭
・
屋上へ と改善が進んだ。園舎内を循環性

の ある構造に変えた結果、回遊行動が生じ、園舎内全

体 の 遊び が活性化 した。

　 園舎は 園庭 に 面 し た 部分が 少な く奧行 き が 長

い 。

’
99 年春まで の 園舎と園庭 の つ ながりは玄関の み で、

子 どもに は 2 階か ら園庭が見えず、物理的に も視覚的

に も内と外がつ なが っ て い な か っ た。 1階と 2 階を直

接つ な ぐ外階段 （図中の   ）と 2 階入 ロテラス  を新

設した と こ ろ、外遊びが増加 した 。 本研究で は園庭 と

屋 上 の改善と その後の 子 どもの 活動の襍子を観察し、

遊びを促す園環境作りにつ い て考察する ，，

盟方戴

　 観察者と保育実践者の協力に よ り園舎・園庭の改善

を進め、その 後の 子どもの活動の 様子を観察 ・記録す

るアクシ ョ ン リサ
ー

チ法をと る。園長の保育実践記録

と 改修記録 （
’
95，9〜

’
OO，12）、およ び園長 へ の イ ン タ ビ

ュ
ー、観察者に よ る観察記録 C98，4・一

’
oO ，12）と保育者

へ の イン タビュ
ー等を資料と した 。

観察討象：K 幼稚園児 102，保育者 22 事務専任 1 ぐ98，4

現在）、tに よ る保育 の様子 と保育の場と して の 園庭 ・屋

上。

観察方濃 ； 保育中の 園内を 1周 約 9G 分で まわ り、子 ど

もたちがどの ような場所 で どの ような活動をして い

るかを観察・記録し、補助 として 写真撮影する 。 また、

保育終了後、保育者た ち か ら 状況説明や エ ピ ソ
ード等

の 惰報 を得る。

齟 諾果と考靆

　 i．園庭の 改善と子 どもの 活動

　 諸般 の 事情 に よ り、K 園 では 外遊び は ほ とん ど行 わ

れ て いなかっ たが 。 95年秋以降保育方針がかわり、外

遊びを促す園庭作 りがすすめ られた、，主な改善箇所を

図中に 番号 で 示 す。

　 は じめ に園庭に備わ っ て い た遊具等 は、木製ジ ャ

ン グル ジム （使用不可能）、鉄棒と砂場 だけで h 樹木

も少 な か っ た 。 ジャ ン グル ジ ム は修理 して 上 部分を東

北隅 に移し、ニ ワ F リ小 屋 に転用   、下 の 2 つ の部分

  は丸太と ロープで ア ス レチ ッ ク風につ なぎ、砂場を

その 下 まで 拡張 した。

　 東南隅 の 物置を移動 して 、丸太組のす べ り台を新

設  、下を砂場に した  。す べ り台は当時の 外遊びに

不 慣れな子 どもたちの 安全 上、保 育者 の 手の 届 く高さ

に した、現在の 年長児 に は物足りな い 高 さで ある が、

ア ス レチ ッ ク的ハ シ ゴが つ い て、広い ヤグラの 上 と下

が砂ままごとの 家 や陣地 に使われ て い る。

　 当時の 子 ど も に は 高すぎた鉄棒 は、も との 位置 か

ら 2 回移勳 し  、高 さ　60　 cm と 75   に したと こ ろ、

よく遊ぷように な っ た 。 年少か ら遊んだ子どもたちは

年長になると物足りな くな り、の ち に 90　Gm の 鉄棒を

新設した   。

　 斬設遊具 と し て、タイ ヤ ブラ ン コ   、タ
ーザン ロ

ープ  とワ イヤ ーリール な どもある。ワ イ ヤ
ー

リ
ー

ル

は テーブル に使われるが、転が した り上 に 立 っ て不安

定さを楽 しむ こ ともある。これ らは仙 田
3〕
が遊びやす

い 空間の構造と して あげた 臼まい 体験 が で きる遊具

で ある。タイヤ ブ ラ ン コ の 近 くに ある宵木  の 上 を平

均台の ように 歩 い てゆくと、切 り株  が飛び石 の よ う

に 並ん でおり、それをた どる と鉄棒や の ぼ り棒  （古

末）、その奥に すべ り台や 砂場が あると い う具合に、

さり気な く適 当 な間隔で 遊曼が連続 して い る。

　 塀に 沿 っ て 多くの 木々 や草花を植え 、季節の変化

がは っ き り見え て草摘み や ダ ン ゴム シ、カタ ツ ム リな

ども採集で きるように なっ た 。 ス m 一プに 沿 っ て植栽

して、春、夏 に は緑の トンネル がで きた  。

　 庭 の 中央で は 縦横 に 走 りまわ っ た り、三 輪車や 車

が 行 き交うが、植え込 み ゃ す べ り台、切 り株、古末に

沿 っ て 踏み固められた小道がで きて い る e ス ロ
ープと

玄関テ ラ ス も含め ると、ぐる りと園庭の 外側を循環 し

て お り、多人 数の 追い か け っ こ や か くれ ん ぼ、小 人数

での 採集やおしゃべ り、ままごと、他の子の遊びを見

るな ど．い ろい ろ な行動が展開する。園庭の遊具や樹
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木の 配置、園舎入 口周辺の 設計により、全体が循環性

をもち、同 時に 少 し陰 に な っ た静かな場所や、眺める

場所もある。 玄関テ ラ ス は園庭よ り高 い 所に あり．2

階テ ラス ・外階段からも園庭全体 を見渡す こ とがで き

る の で、外遊びへ 気持 ちが向きやすい 。

　 1階保育室の 外 に手洗 い 場を新設  、60　cm 幅程の

細長い ±地に小川を作 っ て カメを飼 っ た  。 エ サや り

を楽 しみ に して い る子 どもも多い 。

　 2． 饐よ の 改善

　 屋 上 は以前よ り土 を入れ ミニ 田 ん ぼが作られて い

た。田んほ  を整備 し、園庭に あっ た芋畑を屋上 に移

動  、夏野菜の畑も萩設 した  。 三角屋根の 修理を兼

ね て、大す べ り台  を作 っ た 。
・傾斜が急で幅が広い た

め、ス リル があり、子 どもたちの 人気は高い 。 上に は

カ メ型の水槽とス ノ コ 敷があり  、夏 に は水遊びがで

きる 。 両側の 段 々 をい ち ご畑  と花壇  に した 。

　 周囲に は木や草を植え、畑以外 は雑草も生えたは

らっ ぱに した 。 夏期はそ こ に プール を置き、冬期 にサ

ッ カーがで きるよう フ ェ ン ス をつ けた＠』 よもぎや 草

跨礫凝 讎譱難 壌詮二
鯲

　
　 現在のと こ ろ、屋上は安全のため、保育者が引率

するときだ け使用される爪 庭へ 出るよ うに 屡 上 へ
・も　　屋

自 由な出入 りが可 能 に な れ ば、遊び場と して さ らに 生

きるだ ろ う。 また、子どもは よ く狭い横長 の 穴か ら下 　　　　

の庭をのぞい て い るが、2 階テ ラス のように腑観 で き、

上 下 で言葉も交わす こ とが 可 能に なれば、園庭と屋 上、

園舎がより
一

体感 をも っ た場 に なる。　　　　　　　

　 3．　 まとめ

　 園庭作 りは ぼ とん どゼ ロ よ りの 出発 で あっ たが、

保育方針 と子 どもの 動線 を念頭 に お い て年 々 遊具 や

草木を増や して きた 。 園舎と園庭をつ なぐル ートを増

図　園害 ・園庭の 配置と主な改善箇所

やした結果、外遊びが
一

層盛ん にな っ た、 95年秋の在

園児たちと比 べ ると、現在 の 子 どもたち の 身体能 力は

格段に発達 して い る。 庭を囲む緑も育ち 、 園庭は仙 田

3 ）
の提唱する遊びを促す構造 （循環、目まい 体験、別

所、穴、腑観など）を備えて きた と 言え よ う。半分陰

にな っ た場所も多 いの で 子どもたちは楽 しめるが 、 保

育者の目配 りが必要で ある。屋上にはまだ改善課題が

多い 。今後も子 どもの 発達や保育状況に 合 っ た園環境

の検討が必要と思われる。
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